
令和８年度 第 1回 地域連携推進会議 議事録 

1．会議概要 

会議名：令和 8年度 第 1回 地域連携推進会議 

開催日時：令和 8年 6月 19日（金）13：30～14：30 

開催場所：ふれあい会館 1F                                   

参加者：佐用町 松本氏、大坪自治会長 福本氏、栄町自治会長 安本氏、保護者 

福本氏、利用者 横田氏、施設長、事務局長、部長、課長、係長、神崎主任 

開催目的：運営状況の報告、外部の視点による助言の受領、地域連携の強化 

2．議事内容 

（1）法人概要および理念について 

施設長、事務局長より、法人の設立経緯および基本理念について説明があった。 

「思いやりの心」を基本理念とし、親の会の切実な願いから設立された経緯を踏まえ、

現在は入所支援、就労継続支援 B型、グループホーム等、多様な福祉サービスを展

開していることが報告された。 

（2）各事業所の現状報告 

いちょう園、フレッシュ、タンポポ等、各事業所の運営状況について報告があった。 

利用者の高齢化や重度化が進行していること、日常支援における課題が共有され

た。 

（3）人材確保の現状と課題 

職員の採用が困難な状況が続いており、日本人職員の確保が難しいため、外国人特

定技能者や留学生アルバイトの活用により対応している現状が報告された。 

また、夜勤対応可能な職員や看護師等の専門職の高齢化も課題として挙げられた。 

（4）利用者の高齢化に伴う課題 

施設入所者の多くが 50代から 70代であり、加齢に伴う身体機能の低下や支援ニー

ズの増加が見られる。 

これに伴い、施設設備の修繕や建て替えの必要性についても検討が必要であること

が共有された。 

（5）地域への協力依頼について 

①災害時の連携 

水害・地震等の大規模災害時には、職員のみでの対応が困難となる可能性があるた



め、日頃から地域住民との連携を深め、利用者の状況を理解してもらう必要があるこ

とが説明された。 

②地域交流の推進 

新型コロナウイルス感染症の影響により中断していた地域交流を再開し、施設行事

への参加を通じて顔の見える関係づくりを進めていく方針が示された。 

③無届け外出への対応 

一部利用者による無断外出の事案が発生していることが報告された。 

防犯カメラ等の対策は講じているものの、地域において見かけた際の連絡・情報提供

について協力依頼がなされた。 

3．今後の対応（ネクストアクション） 

（1）第 2回会議の開催 

12月頃を目途に開催予定とし、本体施設（いちょう園）およびグループホームの見学

会を実施する。 

（2）資料の充実 

次回会議においては、利用者数の推移や過去数年間の実績比較データを追加し、よ

り分かりやすい資料作成を行う。 

（3）地域連携の強化 

自治会や近隣住民との連携を継続し、利用者の安全確保および見守り体制の強化を

図る。 

 


